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高等学校家庭科における家族領域の教材開発と実践（第１報）

浅井玲子＊

ADevelopmentandApplicationoftheTeachingMaterialS，‘`Family
LifeLearning,,，forSeniorHighSchoolStudents（１）
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１Usevisualteachingmate｢ia]stomotivatestudentsaseffectivewaysofteachin９．

２Chengetheteachingstylesfromlecturecenterapproachtodiscussioncenterapproach，thatstudent
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InchapterLapplicationsofmethodsarediscussed.

はじめに

家族についての学習は，実践的・体験的学習を

教科の特性とする家庭科において，識義中心の授

業に偏りがちであり，生徒の興味llU`し､が薄い分野

と言われてきた。さらに「家族関係分野は必要と

の認識は持たれながらも，他教科との１１M連におけ

る位置づけのあいまいさ，具体性を持った指導の

困難さ，生徒のプライバシーヘの配感，実技に要

する時ｌｌｌ１が多いなどの事情により，やや職<扱わ

れてきたきらいがある。社会的に家族のあり方の

問われる現在，この分野の伝統的な項[|だてや指

導法が今後の課題｣'１とする指摘は多い。

沖縄ﾘiLのil9li等学校家庭科教師全貝を対象に1993

年度行ったアンケート調査においても，１，１１答者の

７割をこえる教師が「家族と家庭生活」を家庭科．

の導入として位置付けており，家庭科の土台とな

ると考えているが，指導が難しい分野であると指

摘している。

更に、家族は国や社会のあり方や時代によって

も変化する。国連は1994年を国際家族年としたが，

そのl;〔1111のひとつに，「家族は，国や社会によっ

て多様な形態や機能がある。家族の形態や機能は

社会によって変化する。家族は，個々の好みや，

社会の条件によって多様である。ゆえに，国際家

族年は多;様な家庭のニーズのすべてに応じるもの

でなければならない｣2）ことをあげている。この

ように変化することや個々によって多様なIlii値観

を持つｌｉがiiii提である家族を授業で収I)_上げる場

＊家政教育教室

－２６３－
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合，高等学校においては，現状に対する基礎的知

識の獲得と共に，自分自身が創造する家族につい

て考えてみる場を設定していくことが必要である。

そのプロセスを通して，様々な家族に対する理解

や，将来ぶつかる可能性のある問題へ興味，関心

を持ち，社会の変化に主体的に対応できる能力が

育成されるのではないかと考えた。

そこで「家族」題材６時間（３次）授業を試み

検証した。本報では，その授業の実践状況を，第

２報においてはその題材の有効性についての検証

結果を報告する。

（イ）生活時間と労力の管理

ウ生活設計

（ア）生活時間の意義

（イ）ライフステージと生活設計

エ高齢者の生活と福祉

（ア）高齢者の心身の特徴と家庭生活

（イ）社会福祉とボランティア

２指導内容の構造化

前に述べた目標を達成するための題材を考える

にあたっては，さらに細かな具体的内容を抽出し，

その構造を明らかにしておく必要がある。ここで

は，ＩＳＭ教材構造化法を用いて，関係づけと構

造を見る。なお，ＫＥＹ概念は，目標を達成する

ための概念と思うものを教科書，参考書，家族に

Ⅱ研究の方法

前述の課題のもとに３つの授業仮説をたて，

６時間の授業の指導案を作成し，４月～５月に県

立高等学校普通科において１年生男女160名を対

象に実施した。イメージマップテスト，有効度指

数の算出，線結び内容分析，創造家族についての

文章記述を行い教材の効果について検証した。

なお，授業における基本仮説は次の３つである。

（１）題材の導入において，生活経験に関わる視

聴覚教材を用いることによって，家族の学習に興

味を持つであろう。

（２）自分自身の概念を表出させ，ＫＪ法によっ

てグループや学級全体でまとめていくことによっ

て，より一般化された家族（家庭）機能の把握が

できるであろう。

（３）ゲーム化したテストを用いることによって，

自己の価値観を明らかにしていく－つの方法を知

り、自己の創造していく家族について表現できる
であろう。

関する文献を参考に抽出した。ｊ
１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
ｍ
⑬
ｕ
遁
坊
Ⅳ
肥
田
加
虹
犯
泌
別
妬
沁

１

｢家族と家庭生活」のＫＥＹ概念

基本的欲求充足機能

経済的機能

精神安定機能

生活文化創造機能

育児教育機能

病弱者保護機能

自然経済時代の家族

農耕経済時代の家族

戦後の家族

いろいろな家族

家族と社会

家族の人間関係

日本国憲法

民法

結婚

世帯規模縮小

家族構成単純化

女性の職場進出

家庭機能の社会化

家族の課題

家庭経営の方針

家族の生活時間

家事労働と職業労働

自由時間の活用

短期の生活設計

長期の生活設計

Ⅲ授業内容の検討

１「家庭一般」の「家族と家庭生活」の内容

今回取り上げた「家庭一般」の「家族と家庭生

活」の内容は以下の通りである。

ア家庭の機能と家族関係

け）家庭の機能

（イ）家族の役割と人間関係

（ウ）家族と法律

イ家族の生活と家庭経営

（ア）家庭経営の方針

－２６４－
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本時の設定理由

家族について考えるときの問題のひとつは，身近

過ぎて，客観的にとらえることが難しい事や，プ

ライバシーにふれ，生徒を傷つけるのではないか

と懸念する教師が多く，意見の交換がしにくいと

いう点である。特に，自分が他人にどう見られて

いるかを非常に気にする年代である高校生にとっ

て，定位家族について語るのを好まないことは容

易に想像できる。

ここでは，ｖＴＲｍＨＥＪＡＰＡＮＥｓＥＦＡＭＩ‐

LY｣3）を視聴し，具体的経験に関わる事柄をあ

えて客観的にみてみるという方法をとった。

「THEJAPANESEFAMILY」は外国人に向

けて日本人の家族や家族の生活について紹介した

ものである。日本語のセリフが字幕で英訳される

という形式で，中年の夫婦の生活や考え方，若い

夫婦の生活や考え方，家を購入したためにパート

に出る母親，高すぎる日本の教育費等々が取り上

げられ紹介されている。このような，生活経験に

関わるＶＴＲを視聴することによって，自分の家

族と結び付けたり，違いを見つけたりしながら，

家族イメージを広げていけるのではないかと考え

た。

２７生活の課題

２８将来の生活構想

２９高齢社会

３０高齢者の心体

３１社会福祉とボランティア

３２社会福祉の課題

３３創造家族

２）「家族と家庭生活」のＫＹＥ概念の構造化

１）で抽出した概念を，ＩＳＭ教材櫛造化法を

用いて構造化し，Ａ～Ｄにグルーピングし，題材

作成をした。（図ｌ）

催
が

２）授業の実践

授業の指導案，実践状況は，第１次授業として

示した通りである。

團溌！ ｍ＞

図１「家族と家庭生活」

指導内容の構造化とグルーピング

】SM-98牧材構造チャート作成システム

（ＩＳＭ教材柵造分析／Key-MododuIc式教材構逝分析）

Ⅳ授業実践

授業実践・検証はISM構造図のＡ「家族（家庭）

の機能」にかかわる６時間，第１次～第３次につ

いて述べる。

１第１次

１）主題名：日本の家族
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ろげ一般化した機能としていく。

グループでの相互交流を，閉鎖的になりがちな

家族についての考え方を深めあえる，良い機会に

なると考え，本時を設定した。

２）授業の実践

授業の指導案，実践状況は，第２次授業として

示した通りである。

鶏霞霊
C葱

鐡霊鷺霞
ＶＴＲ視聴後のイメージマップ

２第２次

１）主題名家族（家庭）の機能

本時の設定理由

家族の機能は，夫婦を中心とした生活組織体と

いう点からは，基本的欲求充足機能，経済的機能，

精神安定機能，生活文化創造機能等があげられ，

さらに親子関係を軸とした家族の発達，種族維持

という点からは，育児教育機能，老病弱者保護機

能などがあげられる。

これまでは，上述した機能を単に記憶させ，知

識として獲得される授業，すなわち講義方式によ

る授業が一般的であった。しかし，知識の習得に

重きを置いた実践は，生徒自らが自分の家族につ

いて考えるまでには至りにくい。

そこで，これらの機能を，自分の出したイメー

ジを分類して行くという方法の中から，見つけ出

してほしいと考えた。

前次で描いたイメージマップより，自分が重要

だと感じる言葉を５つ程書きだし，カード化した。

そのカードを，４人一組となって「似ている，同

じ仲|M｣」の言葉をまとめ，その言葉のグループに，

ネーミングをしていく。さらにそれをクラスにひ

llllliill1llIlIjlll1鱗(:八)÷lllFuiili鶏麟MjⅢ篭襲iｉ

イメージマップからカードに書き出したイメージ

をグループでまとめ、ネーミングをする
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２）授業の実践

授業の指導案・実践状況は，第３次授業として

示した通りである。

ここで用いたＶ・Ｃテストとは，Ｖとはヴァリュー

(価値)，Ｃとはクラリフィケーション（明確化）

の意味で，価値明確化テストであり，坂口順治

(立教大学）の作成した教育訓練ゲームの一つで

ある。

グループのまとめを発表する Ｒ坂の■n

忽Ｇ匹１

！

教師による一般化

３第３次学習指導案

１）主題名創造家族

本時の設定理由

前次でまとめた家族・家庭の機能は，すべてが

重要な機能である。しかし，すべてを完全に果た

していくことは難しく，社会化を促進して行かな

ければならない事も多い。定位家族に住む高校生

ではあるが，創造家族の機能に対するシュミレー

ションをしてみることは，可能である。

ここでは，ゲーム化したテストを用いながら，

自分の持つ価値観を明らかにしてみようとするも

のである。さらに，クラス員の結果をまとめるこ

とによって，様々な価値観が存在する事が解り他

の家族に対する偏見をなくし，自分自身の定位家

族に自信を持てるのではないかと考えた。

自らの価値観を明らかにした後は，その価値観

によって，自分はどのような家族を創造していき

たいのか考え，個々人で文章化する事によって，

より深化した考えを持つことができるのではない

かと考え本時を設定した。

Ｅ１つプョミ丈二・コ倉11正三割一三ら秀ご苅欠０二一つし、￣て

、'－Ｃテン几卜

これから．あなたが将来柵造する家族についてのＶ・ｃテストをやってみ

ましょう。これは．Ｖがヴァリューつまり優位であり．Ｃはクラリブィケ･－

ション．つまりリI確化という怠味です。お瓦いが持っている､Ni値をI〕l砿化す

ることによって．話し合いを深めたり．ロ分ロ丹をふり返ったり．お瓦いの

迎いを認めあう険会にしたいと思います。

ここには，ＡとＢが一対になって並んでいます。ＡとＢの機脆は．私たち

が授粟の中で，家族のにとって人切なものとしてまとめてきたものです。

Ａと、を比較して．あなたが将来ＳＩＩ造する豪放・家庭にとづて．重要であ

る．鰯勉があると思う方Iこ○をつけてください⑪今まで比較したこともない

組み合わせがほとんどでしょう。両方とも愈嬰であると瓜うかも知れません。

それでもあえてより大切と感じるものを迷八で○をつけてください。

各唄目ごとに独立した判断をしてくださ比iii後のことにとらわれたり‘

閃につけた項目にとらわれる必要は全くありません。

人切なことは．あなたｐ身の判断で選ぶことです。判断しにくいからとい

-’てとばすのは鏑物です。

判断しIこくい鳩合は，ロ分の中で具体的なjldlnlを想像してみると良いでし

ょう。

－２６７－

⑬叩 lfE学Ｈ内容 I向IUEの抗札 12期社日と■堂小噴
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５
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<耳人>

Ｉ＊ｎＵＢＯ毎のPb巴圧する

２Ｖ･ビデｽト（ｹﾞｰﾑ〕

の説９１缶B曰く。

＜幽閉>

3Ｖ｡Ｃﾃｽﾄそする．

0砧､の侶干を知ら．

Ｓ蛍趾を1ｍ（｡

ＵｍＮのまとめの匹ｎ１ｆＢ

（。

＜山とめ＞

７丘とめ

藷JjJ■

鑿■
監口■■

ｃ６Ｕ時でＨり仮っに五旗の■能の

－０ｈ化したものる、８口腿と‐り

てより'比はKすら二とを画らぜ

５．

･に1分にとわて伍伯ある上のを■

ぶテストであ6こと壬知らせ、

伯右仁堕わｓｌｕＴｌＡいけなし、こ

と壬如らせる．

ﾋﾃｽﾄmnD

・筋の■Ｕでの､U芯'二．とらゎい

なＢ､ように&うにさせる．

。⑪IAI内に終えるよう.■CWR民

をＵ11ｺ■祝で妃■し．■い上症

に$よアドバイス企寸6.

-

p稀口坦ルムfも⑩Ｇ由に■とのさ

ｔｔ･田■低ばりつける。

｡⑪師創腔凪を塗みこI'てい（。

ロハI土ロヒ伍鯨晒昏ｎつとは班ら

ｆ,そのn位浬ﾄｰよって.匝々

な衣後nF〃UTすら巾を■財させ

５．

[心■、牡Ⅱ

,ご几■での羊臼を｣.gえり分が

巴唾とする正伍･束医d十文、に

軍とＵｂさ吋凸。

,（００半徹底iニユとめらよう僧示

する。
￣

■■

’2~｡の北筐に只岩＄ぜ（希■

者）.まとめとすら◆
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「集まった人達がゲームを通して，あいまいか

もしれないお互いの価値観を強調化して明らかに

しようとするのがねらいにある。あえて不明確に

しておいてよい部分を，ゲームによって明らかに

して，お互いのちがいを知り，そのちがいによっ

てまた新しい連帯感をつくり出すことができるで

あろう。ゲームであえて強調化してみるところに

ゲーム性をもち，各自の価値観を明らかにしてい

くのである｡｣４）

一般的な目的・手順は，以下の通りである。

目的

①各自の価値観を強調化して明らかにする

ため。

②価値のちがいを明確化して，相互の理解

をはかるため。

③物事の価値について，洞察と交流を深め

るため。

手順

①説明５分

②個人作業（記入）約７分

③結果の集計約５分

④集計の発表と話し合い約10分

⑤全体のふり返り約５分

Ｖ・Ｃテスト整理表

に

なお，＜地位，時間，収入，評価，保証，人間

関係，仕事＞を比較に用いたＶ・Ｃテストの他に，

結婚相手を選ぶ基準テストとしてく容姿，人柄，

資産，愛,情，将来`性，健康，経歴＞の項目を用い

たテストが紹介されており，項目の変化によって

応用できると言う。

そこで，ここでは，「創造家族の機能Ｖ・Ｃテ

スト」として，＜基本的欲求の充足機能，経済的

機能，精神的安定機能，生活文化創造機能，育児・

教育機能，老病弱者保護機能＞の項目を用いて浅

井が作成した。

さらに，手1111mや，方法は，授業にとりいれるに

あたっては，授業のロ標達成のために，若干の修

正，変更を行っている。今回用いた用紙，整理表

は第３次の授業資料の通りである。

Ｖ・Ｃテストの結果を自己表示クラスのまとめ

－２６８－

１Ａ基本的欲求の充足個唾

Ｂ匡済的奴脆

９Ａ老蜘弱者保護極能

Ｂ生活文化８１通鯉埋

２Ａ帝神的安定挽施

Ｂ生活文化別逓独飽

1０Ａ厨神的安定楓脆

Ｂ基本的欲求の充足輯能．

３Ａ育児・壮河既能

Ｂ老痴局者保衷極施

１１Ａ老観弱者保護極能

Ｂ坊神的安定塵Ｉ壷

４Ａ錘済的捜施

Ｂ輔神的菱定楓随

1２Ａ壁本的欲求の充足鼠施

Ｂ育児・教育抵能

５Ａ生活文化創透姻随

Ｂ斉児・杜商戦鮪

1３Ａ睡済的機能

、老病弱者保護概旋

６Ａ生活文化白1造機鮪

、経済的概能

1４Ａ２上橋文化２１通佃MNB

Ｂ篭本的欲求の充足抵能

７Ａ基本的欲求の充足屋述

Ｈ老痢弱者保護坦睦

１５Ａ可児・教育楓能

Ｂ狂涛的穣髄

８Ａ育児・教育MＭＨａ

ＢＷＶ神的安定楓能

基本曲欧求の正巳 IＨ円 ､U神19壷定 生活文化別凸 官尺・紋U「 巴寓16征促■ｌ１０Ｈ９Ｌ 肌虹

基本⑰散れの光足 １Ａ ＺＯＢ １４ロ Ａ ７Ａ

紐岳 、 ４Ａ 3Ｄ ﾛ Ａ

粉河的安定 八 ４Ｂ ２Ａ ｈ Ｂ

生活文化21遺 人 ３Ａ ２Ｂ Ａ Ｂ

宜兄・佐官 Ｂ １５Ａ ８Ａ ５Ｂ Ａ

老n､例司印■ ＴＢ １３ヨ １１Ａ ９Ａ ３Ｄ |、
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Ｖまとめ

多くの家庭科教師が，「家族と家庭生活」を教

科の導入と位置付け家庭科の土台であるが，指導

の難しい分野であるととらえている．また，生徒

のプライバシーにふれることや，適切な題材が少

ないことが課題とされる家族分野で，問題解決の

ための仮説をたて

授業実践として

①生徒に興味関心をを持たせる効果的な教材

提示の方法として，視聴覚教材の導入

②学習形態の操作による講義中心の授業か

ら，生徒同士の学び合いによる授業への改善

として，ＫＪ法の導入とグループでディスカッ

ション

③上滑りな一般的な家族観から，自己の創造

する家族について，各自の価値観の相違を

認め合える授業作りとして，ＶＣテストの

導入を図った゜

本報告ではその授業の状況を報告した。第２報

においては客観的評価に耐えうる検証方法を模索

しながら，仮説の検証結果について報告したい。
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